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議事１  令和３年度（２０２１年度）重点事業の実施状況について 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う外出自粛等により、市民の生涯学習活動も自粛を余儀なくさ

れており、公設公民館においても各種事業の実施に大きな影響を受けている。感染拡大の影響が長期化す

る中、生涯学習の機会の提供及び活動の支援を行うため、感染症防止対策を講じるとともに、新しい生活

様式に適応した工夫を凝らしつつ、以下の重点事業に取り組む。 

 

令和３年度 重点事業項目 

（１） 学習機会（公民館講座）の充実 

各ライフステージの特徴に応じた学習機会の充実を図るとともに、社会の要請や地域課題に対応 

した学習機会を提供する。 

① 関係課や関係機関（NPO 等）と連携した講座の実施 

② 震災での体験や教訓を生かした防災意識を持続させるための講座の実施 

③ あらゆる人権課題を踏まえ、人権意識の高揚を図る講演会及び講座の実施 

 

（２） 学習成果を生かす環境づくり 

生涯学習社会の構築を目指して、ボランティアや地域人材、講師等を養成し、学んだ成果を学校、 

地域及びまちづくりに生かせる環境を整える。 

① ボランティアや地域人材等の養成講座の実施及び活動機会の情報提供 

② 公民館、学校、地域等での学びを生かす活動の拡充 

③ 地域の学習グループやボランティア団体の活動支援及び地域コミュニティ形成の支援 

 

（３） 世代間交流の促進 

幅広い年代の交流を図り、誰もが気軽に利用できる環境を作る。 

① 大学生等の若い世代が公民館活動に関わる取り組み 

② 郷土文化財制度等と連携した小中学生を対象とした地域文化財関連の講座等の開催 

 

（４） 新しい生活様式に適応した事業の展開 

新型コロナウイルス感染症拡大を受け、新しい生活様式に適応した事業を展開する。 

① 公民館オンライン講座（動画配信）の実施 

② デジタルディバイド（インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる人と利用できない 

人との間に生じる格差）対策を含めたＩＣＴ講座の実施 

③ 新型コロナウイルス感染症を学ぶ講座の実施 
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（１） 学習機会（公民館講座）の充実 

各ライフステージの特徴に応じた学習機会の充実を図るとともに、社会の要請や地域課題に対応 

した学習機会を提供する。 

① 関係課や関係機関（NPO 等）と連携した講座の実施 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、感染を恐れて長時間や頻繁な外出をさける人や、外出

すること自体億劫になった人もいると聞く。しかし、誰かと一緒に何かをするということは１人で同じことを

するよりも多くの充実感を得られる。人との接触が制限される状況下になり、より人とのつながりを大切で

あるという認識も広がっている。そこで、コロナ禍においてでも、なんとか繋がりの場を作ろうと各館で努

力してきた。また、関係各位との連携も積極的に行った。 

オンラインでつながろう （河内公民館） 

ZOOMアプリを使い、講師と公民館、コミュニティセンターをつなぎ、地

域の高齢者が体を動かしたり、刺激を受けたりする機会を作り、遠出せず

とも、みんなで同じ時間を共有し、健康の保持増進に努めた。「とても楽し

かった」との声に、つながることの楽しさを提供できた講座となった。 

教育相談室・危機管理防災室からの防災・保健子ども課からの感染予防（清水公民館） 

市内の小中学生で学校に行けないで困っている子に公民館を活動の場として提供していたり、熊本市

の他課職員と連携して、「危機管理防災総室からの防災」「動物愛護センターからの動物愛護」「保健

子ども課からの感染予防」などの講座を企画したりし、他課の専門的知識や市の活動を広報することに

努めた。他課とのつながりが市民へと広がっていった。 

 SDGs×フェアトレード～世代を超えて学び高校生と語るより良い世界の創造～（託麻公民館） 

SDGs とフェアトレードについて学び、今後私たちがどのように行動に移し

ていくかを考える講座で各世代をオンラインでつないで意見交換する場

を設けた。多様な団体との連携によって、役割分担をしたりすることで、そ

れぞれの強みと特技を生かし、繋がりもできた講座となった。 
 

② 震災での体験や教訓を生かした防災意識を持続させるための講座の実施 

熊本は、地震や水害など大きな自然災害を経験しているが、時間がたつと、その記憶が薄れてしまうも

のである。そこで、災害を振り返り、その時どのような活動を行ったのかという話を聞く講座を実施した。災

害はいつまた起こるかわからないということも踏まえ、日常からの備えと、少しでも意識し続けていくことが

重要である。防災はアウトドアにも通じるものも多いので、楽しみながら防災に触れる講座の企画も行っ

た。災害時にも役に立つ、アウトドアのノウハウを参加者に体験してもらいながらも、「人との関わり方を学

ぶ」、「互いに思いやり助け合う」といった目標も掲げて講座を実施した。 

ア  熊本地震や豪雨水害の経験を振り返る 

防災について考えよう（SDGs×防災） （託麻公民館） 

熊本市がSDGs未来都市として掲げている目標の一つ「熊本地震の経

験を生かした災害に強いまちづくり」を意識して企画した。熊本地震で避

難所を運営した体験者や防災士などの有識者に参加してもらい、Zoom

を利用することで広い地域の参加者の防災意識を高めることをねらった。 
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イ  楽しみながら防災に役立つ力をつける 

親子で緒戦！メスティンでご飯を炊こう （花園公民館） 

家族で飯盒炊飯を体験した。もしもの時の防災にも役立つ料理法を家族

で学ぶことができた。自分にできることを協力して取り組む姿勢を身に付け

てほしいと願って企画した。ボーイスカウトとの協働で実施し、野外活動の技

術を生かした防災の取り組みを体験する良い機会となった。 

わくドキぼうさい調査隊！ （南部公民館） 

小学生のうちから防災への意識を高めることためには、親子での共通体

験が有効であろうと考え、親子での体験プログラムを企画した。この年代か

ら災害への関心を持つことで、あらゆる集団の中でも備えることの大事さを

広めるキーパーソンになってくれることも期待して実施した。 

 

③ あらゆる人権課題を踏まえ、人権意識の高揚を図る講演会及び講座の実施 

昨今、あらゆる人権課題がそれぞれにクローズアップされ、課題解決に向けた取り組みが様々な形で

行われており、人権を尊重する機運は少しずつ高まっている。その一方で、命を脅かす事件が後を絶たな

いのも事実である。人権尊重の理念を普及させ、それに対する理解を深めるためには、今後も人権教育・

啓発を継続し続ける必要がある。 

さまざまな人権課題に触れ、学びを積み重ねていく機会を一つでも多く作り、コロナ禍でも学びを止め

ないことが大変重要である。さらに学んだことを家庭・学校・地域で活かしていただくためにはどうしたら

いいか考えながら、講演会及び講座（ハートフル講演会や人権啓発作品等の掲示を含む）を全館共通

で企画・実施した。また、人権に関する話題をたくさんの方に知っていただくため、人権チーム中心にコラ

ムを作成し、公民館だよりに掲載する取り組みも行った。 

心に響くギター弾き語り：大山桂司さん（龍田公民館） 

視覚障害のある大山さんの、心のこもったすばらしい歌や演奏を聞きながら、心の中に

あるバリアをなくしていきたいというねらいのもとに企画した。歌や演奏とともに講師の思い

が強く伝わってくる講演会となり、障がいを‘自分事’として捉えることができた。 

人権文化セミナー（城南公民館） 

年間 5回の講演会を実施、さまざまな人権課題に触れ、新たに気づいたり、理解を

深めたりする場として企画した。地域に活かすことができるよう教職員・PTA・行政職

員を中心として開催。またオンラインでの配信も活用し、多くの方が参加した。 

公民館だより（人権に関する話題提供） 

「じんけんコラム ホッと♡スペース」という題で、様々な人権に関す

る話題を、各公民館の公民館だよりに掲載して啓発する取り組み

を行っている。この記事を読んで「大切なことを、公民館だよりに

書いてくれてありがとう」というお電話をいただいたこともあった。 

人権啓発作品等の掲示 

公民館のロビーに、熊本市の幼稚園や保育園からは「ねえねえ先生」の 

作品、小・中学校からは児童生徒の皆さんの人権啓発作品の入賞作品を 

展示している。心温まる作品に足を止める来館者の姿も見られた。  
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※ 成果と今後の課題 ※ 
 

《成果》 

各館で工夫しながら取り組みを行ってきた。講座に参加された方々が楽しく学ぶ姿も見ることができた。

コロナ禍でも学びを止めないよう、Zoom の利用や屋外での活動の実施、少人数でのガイドラインに則った

講座の創出など、新しい時代に向けての挑戦を行ってきた。 

 

《課題》 

社会教育で養成する学びは、「探究心、創造性、環境意識」、「他者への関心、協調性、コミュニケーショ

ン能力」、「意欲、実行力、決断力、自己肯定感、自己管理能力」といった非認知能力を高めていくと考えら

れるが、これらの「生きていくために必要な能力」を数字で評価するのは難しい。 

これらを把握できるようなアンケート内容を考えてアンケートを実施したり、聞き取りなどを行ったりするこ

とによって、現状を把握し、目標を設定することが大切であると考えられる。そこには専門家との連携なども

必要となるであろう。また、生涯学習社会の実現という大きな目標の具体的な中身を共通理解するため、公

民館の運営にかかわる職員の体験活動への参加の機会を設けることも必要だと考えている。 

 
 

（２） 学習成果を生かす環境づくり 

学んだことを生かして活動に取り組むことは学習を定着させるために非常に大切な手段である。生涯

学習に親しむ一人一人が、自分の好きなことや得意なことを生かして他の人とのつながりを作ってもらう

ことで、生きがいを見出すことができる人もいるかもしれない。また、特技を地域のために生かしたいとい

う方々に講師になっていただき、新たなコミュニティの創出をサポートするというのも公民館の重要な役目

である。 

「生涯学習社会の構築を目指し、ボランティアや地域人材、講師等を養成し、学んだ成果を学校、地域

及びまちづくりに生かせる環境を整える。」という目的をもって取り組みを行った。 

①  ボランティアや地域人材等の養成講座の実施及び活動機会の情報提供 

公民館では、「傾聴ボランティア養成講座」「花いっぱいボランティア」「絵本ボランティア養成講座」「障

がい者サポーター養成講座」など、様々なボランティアや地域人材を養成していくための講座を実施してい

る。その中でも地域の特色がある取り組みを紹介する。 

 

「アートフラワーで水前寺を元気にしよう」 （大江公民館） 

出水中学校の総合的な学習の時間で「水前寺を元気にする」プランの

一つとして、アートフラワー協会の方をおでかけ公民館で講師として派遣し、

製作に取り組んだ。製作した作品を市電の中や電停に飾ることで、利用者

の方に喜んでいただくことができた。この取組は新聞にも掲載された。 

ほたる川調査隊 （秋津公民館） 

住宅街でホタルの飛ぶ様子が観察できる環境があることを、地域でもあま

り知られていなかった。そこで、地域の良さを再発見してもらい、活動を通して

ボランティアマインドの高揚や地域コミュニティ形成と人材を発掘し組織の形

成、継続した活動につなげていくことを目標として観察と清掃活動を行った。 
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② 公民館、学校、地域等での学びを生かす活動の拡充 

おでかけ公民館の制度を活用し、新学習指導要領でも謳われている「社会に開かれた教育課程」実現

に向けてサポートするとともに、公民館同士で連携して、学校での学びを発表する場の設定をコーディネー

トした。その際、熊本市が SDGｓ未来都市に選定されていることも踏まえ、ＳＤＧｓと繋いだ構成で取り組みを

行った。また、子どもたちが発表したり活動したりする場をコーディネートしたり、子どもたちの声を市政だよ

りでも積極的に紹介したりして、子どもたちの学びを地域に発信するよう心掛けた。 

ア 熊本市の事業と学校の学びの連携 

フェアトレードについて学ぶ （東部＆託麻公民館・熊本市教育センター） 

月出小学校の６年生が、おでかけ公民館で SDGs とフェ

アトレードについて勉強した。フェアトレードの意味は「公正な

取引」。カカオの実を取るために働かされ、学校にも行けず

にいる子どもたちの様子が画面に映し出されると、食い入る

ように見つめていた。この授業の後、さらに学びを深めた。 

熊本市はアジア初のフェアトレードシティで、２０２１年に１０

周年を迎えた。月出小学校では、おでかけ公民館でフェアト

レードについて学び、学んだ成果をまとめ、熊本市主催のフ

ェアトレードシティ国際フォーラムにて、ステージに登壇し、学

びの成果を発表した。 

イ 総合的な学習の時間の学びを地域で生かす 

障がい者サポーター養成講座 （託麻公民館・障がい保健福祉課） 

中学校２年生は、ナイストライ（職場体験学習）が実施で

きない代わりに、SDGsについて学んだ。さらに学びを深め

るため、全員で「障がい者サポーター養成講座」を受講し

た。生徒たちが自ら見つけた課題を解決するための方法を

考えていた。 

地球温暖化と防災について学ぶ （託麻公民館・総務企画課） 

アンケートで一番関心の高かった地球温暖化について詳

しく学んだ。地球温暖化がきっかけとなって起こる異常気象

について、気象予報士や防災士の方から話を聞いた。また、

気象情報の見方やハザードマップなどについて学び、具体

的にどんな行動をとっていくとよいかを考えた。生徒たちは

「家族や周りの人に学んだことを伝える」「天気予報などを

しっかり見る」「ハザードマップを確認する」「防災グッズを用

意する」などの意見を出していた。 

障がいを持った方の視点を学び、ハザードマップを確認す

ることの大切さに気付いた生徒たちは、自分たちが地域に貢

献できることを考え、学んだことを意識しながら地域を歩い

て「えがお健康スタジアム」に行き、スタジアムの清掃をする

というボランティア活動を行った。 
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③ 地域の学習グループやボランティア団体の活動支援及び地域コミュニティ形成の支援 

読み聞かせ、歴史の学習、音楽など多様なサークルが公民館を利用している。地域の催し物へのお誘い、

主催講座への講師依頼等、発表の場をできるだけ多く用意するよう心掛けている。人と人が出会う場をたく

さん用意することによって、新しいコミュニティを形成することにもつながる。学びを地域に生かす環境を意

識して整備することは、生涯学習を推進する上で非常に大きな意味があることも踏まえて企画した。 

公民館サポーター  

毎月一回、公民館の花壇の整備を中心に活動が

行われている。地域の方の交流の場にもなっており、

この日を毎月楽しみにしている方もおられる。 

おはなしの部屋 

毎月一回、おはなしの部屋のボランティアの皆さんによる、おはなし会を 

開催している。毎回、何組かの親子が参加があり、好評である。複数の公

民館で実施している。 

※ 成果と今後の課題 ※ 

公民館での学びを生かした地域での実践はこれまでも多数実施してきたが、休館などで思うように講座

を実施することができないこともあった。いかなる状況でも取り組みを続けていくことができるよう、各館で試

行錯誤してきたところである。「取り組みの記録をいかに地域や関係各課に周知するか」というのも重要な

課題であるが、各館での様々な工夫を行った。例えば、おでかけ公民館の実績を市政だよりに掲載すること

により、市民にはもちろん、関係各所に活動を知らせる工夫をした事例もある。今の取り組みを拡充し、次の

ステップへと進んでいくためには、各館で実施した実践を整理し、密に共有する必要がある。 

また、令和２年度（２０２０年度）第２回公民館運営審議会のご意見も踏まえ、ホームページや SNS、市政

だよりや公民館だよりなどを更に活用し、熊本市の各課や公民館の取り組みを広めるため、広報チームを

立ち上げた区もある。発信の手段も含め、熊本市の各課とも連携しながら検討を重ね実行していきたい。 

今後は、情報発信、実践の共有などを行っていくことで、より充実した活動を目指していくとともに、新しい

公民館の利用の形を模索していきたい。 
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（３） 世代間交流の促進 

① 大学生等の若い世代が公民館活動に関わる取り組み  

「熊本大学生のメイクフレンズと世界に一つだけの手作り衣装で大変身」 （中央公民館） 

大学生が小学生との異年齢同士で遊びを通したプログラムを 

企画し実施した。下地に大きいビニールで、それぞれに折り紙や 

モール、スパンコール、綿などを貼り付け制作。出来た衣装で 

ファッションショーにチャレンジした。 

 

「世界に一つだけのキラキラクリスマスノードームを作ろう！！（五福公民館） 

～一足早いクリスマスを楽しもう～」 

熊本大学メイクフレンズ五福ホール班との共同講座を 

実施。クリスマスの趣向を凝らしたコスチュームやグッズ、 

寸劇やゲームを準備して行った。子どもたちもスノードーム 

のおみやげもでき、「楽しかった」と笑顔で帰っていた。 

学生にも 4月から教壇に立つ者もおり、自信を増やして 

子どもたちに会うことができそうと喜んでいた。 

 

「東区子どもチャレンジ公民館の活動」 （東部公民館・秋津公民館） 

熊本大学メイクフレンズと連携。 

夏活動、秋活動、冬活動の年 3 回のまとまった活動を予定していたが、感染症の影響

で次の日程で 1回の活動となった。 

12月５日（イベント本番：小学生プランナー企画「みんなでワイワイクリスマス」 

対象１～3 年生、参加者 30 人）小学生プランナーに大学生が指導・助言を行った。3 班に分

かれ、低学年が喜ぶイベントをプランニング。当日は管内小学校より 30 名の参加者が集まり、

プランナー、小学生のどちらにも笑顔が生まれていた。 

 

 

「英語で遊ぼう」 （託麻公民館） 

九州ルーテル学院大学の大学生と先生が講師となって、 

小学生を対象としたイベントを開催。講師のケビン先生の 

楽しいお話と、大学生によるゲームやクイズ、出し物等を 

行い、子どもたちも楽しそうに参加していた。 
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「英語であそぼう」 （幸田公民館） 

熊本県立大学の英米学科の協力を得て、取り組みたい学生（教員免許取得済）が、趣旨を 

理解し、準教授の指導の下、意欲的に取り組んでいた。 

子どもの実態に応じて、学ぶ内容について工夫して、名札カード 

作りや基本的な会話のやり取りをペアで行ったり、参加者が楽しめる 

よう宝探しゲーム・YouTube視聴（ハロウィンの起こりについて）を 

行ったりした。 

 

カードやボードを使った「アナログゲーム」 （龍田公民館） 

遊ぶことを通して、人と直接コミュニケーションをとることの楽しさや、ゲームの 

ルールを楽しむことを体験した。講師として、龍田公民館を利用している「アナログ 

ゲームの会ドラゴン」のみなさんに協力をお願いした。小学生 

にもゲームのルールが伝わりやすいよう、実際に一緒にゲーム 

をしながら詳しく説明した。2時間の時間に３種類のゲームの 

紹介を行い、最後に自分のお気に入りのアナログゲームを選ん 

で楽しんだ。 

 

「西区子どもチャレンジ公民館での映画作り」（花園公民館） 

子どもたちと共に大学生や高校生も撮影のスタッフとして 

参加。「西区で映画を作る」をテーマに、取り組みの中で西区の 

良さを見つけたり人との交流を持ったりする機会を生かして、 

普段できない体験を子どもたちに味わわせた。 

 

「スマートフォンヘルプデスク」（西部公民館）【実施予定】 

目と鼻の先に熊本県立熊本西高校がある。西高にはボランティアサークルがあり、 

地域への貢献をしたいと考えられているとお聞きした。そこで、公民館で行っている 

「パソコンヘルプデスク」とコラボして「スマートフォンヘルプデスク」を計画しよう

と考えた。対象として考えているのは主に高齢者である。 

 

「ほくぶキッズ遊学塾の活動」 （北部公民館） 

地域のボランティア団体 北部高校生ボランティアサークル「わいわいＨＶＣ」の協力のもと、 

月１回のペースで、北部公民館オリジナルの子どもチャレンジ 

公民館の取組を１５年以上、続けている。今年は、コロナ禍で、 

思うように活動はできないまでも、ものづくり体験や熊本 

博物館見学、ふれあいクリスマス交流会等、遊学塾生が 

考えた取組を少しずつ積み重ねる中で、塾生間のつながりや 

わいわいＨＶＣとのつながりを通して、ふるさと北部への思いも 

高まってきている。 
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② 郷土文化財制度等と連携した小中学生を対象とした地域文化財関連の講座等の開催 

「南区子どもチャレンジ公民館 熊本城博士ちゃん」 （天明公民館） 

熊本地震後、リニューアルした熊本城天守閣がオープン 

する今年に合わせて、熊本城の魅力を小学生が再発見する 

ために企画。熊本地震後の復興の象徴として天守閣の修理 

が完了したので、熊本城を改めて学習する機会とした。 

熊本城の魅力や歴史をプランナーがよかとこ案内人の会の 

方を講師に学習。「熊本城博士ちゃん」として、プランナー 

がガイド役にチャレンジ体験する。ガイド本番では、南区の 

小学生を一般参加者として募集し、プランナーがそれまで学習や練習してきた発表内容

を一般参加者の小学生を相手に現地でガイドを行った。 

 

「田原坂ウォークラリー」 （植木公民館） 

植木町の歴史ある「田原坂ウォークラリー」だが、平成 28年度からは、田原小学校児童に 

よるボランティアガイドも参加し、好評を得ている。6年生が美少年姿の衣装をまとい、チェック 

ポイントの場所で、参加者に名所・史跡の説明をするので 

ある。当日までの学習において、田原坂資料館や学校で 

事前学習を行うが、その時に、「田原坂ガイドの会」の協力を 

得ている。植木公民館での主催講座「植木の史跡・名所の 

歴史を学べ」の受講生でもあり、講師も兼ねる方々である。 

郷土の歴史に関心を持たせ、郷土を誇りに思う人材の 

育成に努めている。 

 

【河内小】「地域の石碑について」 【芳野小】「芳野地区の文化財について」（河内公民館） 

河内小「地域の石碑について」は、講師：河内 

公民館職員、芳野小「芳野地区の文化財について」 

は、講師：市博物館職員で実施した。初めて知る 

ことが多く、子どもたちもとても興味深く、話に 

聞き入っていた。 

 

「地元水前寺を元気にするプロジェクト」への手話講師の派遣 （大江公民館） 

出水中学校から総合的な学習で、「地元水前寺を元気に 

するプロジェクト」の１つとして、水前寺近辺の施設を 

動画に撮って一般市民に紹介し、水前寺周辺をもっと 

知ってもらいたい。その動画に手話を挿入したいという 

ことで、手話の講師を紹介した。 
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清水地域で赤十字活動の先駆けとして活動した偉人「鳩野宗巴」の講座 （清水公民館） 

日本赤十字社の前身の博愛社よりも先に戊辰戦争・西南の役で、敵味方関係なく傷ついた

兵士・町民を助けていた医者について書かれた本がある。 

その本の作者の方を講師に招き、清水地域で赤十字活動の 

先駆けとして活動した偉人として「鳩野宗巴」の講座を開催 

した。この本は元々子どもたちに劇をして欲しいという思いで 

書かれたもので、講座の最初に公民館でボランティアで読み 

聞かせをしていただいた。「語り手の会」の読み聞かせで 

始まり、そして、講演を行った。 

 

「親子で勾玉(まがたま)作り」 （城南公民館） 

塚原歴史民俗資料館及び城南児童館との協働企画として講座を設定。私たちの先祖が 

生きた古代に興味を持ち、城南地域の文化財である塚原古墳公園をより楽しめるように親子で 

勾玉(まがたま)を作る活動を行った。 

まず塚原古墳公園・歴史民俗資料館の紹介や勾玉の用途など 

古代の様子についての学習をし、古代人の生活に思いを馳せる 

時間をとった。その後、親子それぞれ「ろう石」を勾玉の形に削り、 

磨き上げて、染料につけて色をつける作業を行った。最後にひもを 

通して世界にひとつだけの勾玉制作を終えた。 

 

「坐禅体験講座」 （南部公民館） 

大慈禅寺は、古くから曹洞宗の本山として人々の信仰を集めている。梵鐘は国指定 

重要文化財，宝塔等が県指定重要文化財や境内自体も県指定史跡である。 

今回は、佐藤泰道住職の協力のもとコロナ禍の中に 

おいて坐禅体験講座の希望を受け入れていただき、参加 

対象をどなたでもということに設定し、小中学生の参加を 

期待した講座として企画。坐禅の組み方の解説を含めた 

大慈禅寺の歴史等の講話を聞き、坐禅堂での坐禅体験， 

その後に参加者みんなでお粥膳をいただくという内容で 

実施した。 

 

卒業記念製作「夢獅子づくり」 （飽田公民館） 

飽田南小学校卒業を前に卒業記念製作を熊本市内在住、 

おばけの金太の製作者である人形師 厚賀新八郎さんを講師 

として、「夢獅子づくり」を行っている。卒業生の将来の夢を 

獅子頭製作に込めて、牛乳パックを土台に紙粘土を使っての 

製作である。全員が講師の話をしっかりと聞き、全 4回の工程で 

型作り・色つけ・仕上げの製作作業を行った。 
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「日本舞踊講座」 （富合公民館） 

地域（近見在住）の花柳流講師花柳みちしゅう先生による年間の日本舞踊講座。 

年中生から高校生まで 15名の参加。年度末には富合ホールにて発表会。 

 

「寂心さんの樟を囲んで」 （北部公民館） 

熊本市光のマスタープランに基づき、地域資源等の照明演出を支援する「ライトスケープ・ 

キャラバン(夜間景観実証実験)として県の天然記念物「寂心さんの樟」のライトアップが 

なされ、地元の北迫自治会及び北部まちづくりセンターの主催で「寂心さんの樟を囲んで」の 

夜間ライトアップイベントが行われた。その中で、地元自治会である北迫地区在住の小学生、 

中学生を中心に地域の方々に対して、寂心さんの大樟に 

関するお話を北部公民館の主催講座の講師で、熊本地名 

研究会の北部地区在住の藤本博さんからお聞きした。 

日中は寂心緑地公園で遊んだ経験はあるものの、夜間、 

ライトアップされ、いつもとは違った神秘的な雰囲気の中で、 

お話を聞き、ふるさとの誇りである寂心さんの大樟についての 

愛着や誇りを更に高めることができる内容であった。 

 

 

 

※ 成果と今後の課題 ※ 

《成果》 

・大学生や若い世代の人たちが公民館活動に関わることで、活動内容の活性化がなされ、 
今までにない多様な魅力ある取り組みがなされてきた。 

・地域の文化財等に視点をあてることで、身近にありながら知らなかったことがわかるように 

なり、ふるさとに対しての誇りや愛着が持ててきた。 

 

《課題》 

・大学生や若い世代の人たちとこれからも連携していけるように、魅力ある講座づくりができ 

ていくように連携を密にして、継続的な取り組みとなるように創意工夫していきたい。 

・ふるさとに誇りや愛着が持てる小中学生を育成していくためにも、諸機関と連携しながら、 

地域文化財の掘りおこし、講座化が必要である。 
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（４）新しい生活様式に適応した事業の展開 

① 公民館オンライン講座（動画配信）の実施 

ア 社会教育主事らによる動画製作と配信。 

〇 熊本市社会教育主事で新しい生活様式に適応した事業の展開のテ

ーマに則って、熊本市に所縁のある題材で動画を製作した。「熊本の郷

土料理を作ってみた～いきなり団子編～」をテーマに中央公民館に集

い、準備・撮影・製作・出演を行った。その後

撮影したデータを編集し、YouTube 動画とし

て市公民館チャンネルにアップした。動画は

限定公開として視聴できるアドレスを各公民

館に送付した。各公民館では主催講座として

募集をしたり、ホームページ等で案内・紹介 

したりして活用した。 

 

〇 主催講座の「子ども舞踊」の講師の振り付けを 

 撮影。YouTube 動画として市公民館チャンネルに 

アップし、講座生に向けて限定公開を行った。 

 

 

イ オンライン動画を中心とした主催講座の開催 

〇 新型コロナウィルス感染症のため集合開催予定だった講座を動画

として製作し、配信した。「放牛さんとへふり地蔵」（講師 熊本博物

館職員）「作ってみよう！みかん大福」（講師 河内公民館職員） 

 

〇 Zoom を用いた講座…北部公民館 全 12 回「健活 

教室」（講師 ささえりあ北部 菊南病院 すまいる 

縁寿）、飽田公民館「Ｚｏｏｍおはなし会」（講師 

飽田地域の読み聞かせボランティア「ハイジの会」） 

 

    〇 集合開催と Zoom 配信のハイブリッド型講座 

      清水公民館、託麻公民館合同開催（講師 坂本義喜さん） 
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    〇 インスタグラムのライブ配信とアーカイブ保存 

      城南公民館「ママと赤ちゃんの手作りソーイング」 

 

② デジタルディバイド対策を含めた ICT 講座の実施 

〇初心者向けパソコン講座 

      龍田公民館 パソコンの操作方法、Word文書作成、 

ワクチン予約サポート 

 

    〇タブレット・スマホの利用の仕方（ワクチン予約等） 

     清水公民館・西部公民館 他 

 

    〇Zoom の使い方講座 

     東部公民館・五福公民館他（講師 マリオネット） 

    〇ライン講座 

     秋津公民館・西部公民館・五福公民館他 

    〇QR コード講座 

     秋津公民館 

    〇スマホ基礎講座 

     五福公民館・花園公民館・幸田公民館 他 

 

③ 新型コロナウィルス感染症を学ぶ講座 

〇河内公民館 （講師 藤田洋一さん 

KM バイオロジクス） 

 

※ 成果と今後の課題 ※ 

＊YouTube 等 動画製作 

〇他館と連携して開催することができるので、スタッフに余裕ができた。 

また、現場での情報交換ができたので知識が増えた。 

〇振り付け動画は保護者も自宅等で見れるので、学びの様子が共有でき 

る。また講座生も繰り返し見ることができ、講座生の意欲に応じること 

ができた。 
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△動画やライブ配信に関して、ビデオ撮影の機器の取り扱いや撮影のテ 

クニック、動画の編集の技術などが未熟なため、負担が大きかった。ま 

た、トラブルも数多く発生するため、少人数のスタッフでは対応が厳し 

い。 

＊Zoom 等ライブ配信 

〇会場に来なくても自宅等で参加ができたので、距離や天候、交通手段、 

急な用事等に左右されずによかった。全国各地からの参加の講座もあ 

った。 

〇お話会では画面いっぱいに絵本を表示できるので参加者が集中できた。 

〇インスタグラムのライブ配信を使い急な中止を回避することができた。 

△Zoom 配信はライセンス上の問題があったり、配信場所のＷｉ-Ｆｉの 

環境やパソコンの性能などの問題があったりする。また、受講者にとっ 

てもＺｏｏｍやスマホなどの使い方に不慣れな点や回線品質等の問題 

がある。 

＊ICT 講座 

〇スマホを使い始めた方に対面で学ぶことができること、講座生同士で 

教えあうことができることが講座生に好評だった。 

△ＩＣＴ講座では講師二人で指導したが、講師はもっと多いほうが良い。 

学生などのボランティアを活用したり、講座の形でないヘルプデスク 

的な場所をつくってみたりすることも考えていきたい。また、ICT を 

敬遠されている層に防災面やワクチン予約など利便性や活用の意欲を 

持たせる方法を探っていく必要がある。 

＊新型コロナウィルス感染症を学ぶ講座の実施について 

現時点で新型コロナウィルス感染症についての研究が進んでいるとこ 

ろであり、他地域での先行事例を踏まえながらこれからの実施を計画 

している。 

 

◇新しい生活様式が急速に広まり、各年代、各個人に応じた ICT の基本的 

な知識・技能の差が生まれている。公民館ではその差を少なくする取り 

組みと同時に、ICT の良さを活用した講座の実施を検討していきたい 
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Wi-Fi
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265,142 263,831 238,196

17,255 16,978 15,606

(1)

(2)
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